
吸収帯から原子群（官能基）を言い当てることができるという点で利用価値が高い。

1000 cm-1 → 10 µm → 10000 nm 。上の紫外可視吸収スペクトルのエネルギーとは桁違いに

小さいことに留意せよ。 

紫外可視吸収スペクトルの例

共役系が広がるとともに吸収が長波長シフトする。π-π* の ε は一般に大きい。

芳香族化合物には「振動構造」が現れやすい。

10 Å = 1 nm

赤外吸収スペクトルの例

発光（ケイ光）スペクトルの例
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